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提出日：令和５年３月 22 日   

学校名：県立みどり養護学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（3月 22 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （2月 22 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

○新学習指導要
領を踏まえ、キ
ャリア教育の視
点による小中高
一貫した教育課
程の編成と、人
権の視点に立っ
た教育実践を推
進する。 
 

①「わかる授

業」実践を積

み重ねること

で、教育課程

の再編を進め

る。 

②人権教育課

題に即して学

習を進め、本

校の人権教育

を整備する。 

①清掃学習を取り

上げて授業内容の

見直しを図る。①

清掃技能段階表を

作成、活用する。 

②「いじめ」「い

のち」「かかわ

り」「あいさつ」

などテーマに沿っ

た学習の成果を学

部ごとに集める。

②学習の成果を学

校外に公開する。 

①授業内容

を見直しが

できたか。 

 

①清掃技能

段階表を作

成し活用し

たか。 

②学習成果

数。 

②公開でき

たか。 

①清掃技能検定マニュアルや清掃技能段階表を使

った清掃学習や清掃学習の課題分析取組み表を使

用した授業など、系統性を踏まえて各学部の教育

課程に位置付ける見直しをすること、さらに新学

習指導要領の資質・能力の三つの柱と目標、評価

を含めた指導案の書式に改定することで「わかる

授業」をめざした。 

②児童生徒の生活年齢や発達の段階にあわせて学

部ごとにテーマを設定し、「授業デザインチェッ

クリスト」を全授業で活用して取り組んだ。「単

元配列表」「アセスメント」「環境整備」「ICT

推進」「研究推進」の５つのプロジェクトチーム

を作り、指導案作成や教材選定、指導環境整備、

ICT 活用、教員啓発に取り組んだ。公開研究発表

会では、知的障害のある児童生徒が安心して自己

表現できる環境や、互いに認め合う場面を設定し

た授業を公開し、外部の意見をもらうことで、自

尊感情を高めるための授業改善を図ることができ

た。 

①今後は実際の授業を取組

む中で学習内容(何を、い

つ、どこで、どう学ぶか)

を整理し、シラバスを作成

する事で「わかる授業」を

目指す。 

②人権課題に沿った３観点

（技術的側面、価値・態度

的側面、知識的側面）を評

価基準とした単元を計画

し、人権意識や挨拶、コミ

ュニケーションスキルが身

に着くよう継続指導する。 

保護者アンケー

ト：「教育実

践」についての

肯定的評価

98％ 

学校運営協議

会：課題分析表

は今年度の具体

的な成果であ

る。 

プロジェクトチ

ームを作ること

で、全校をあげ

て人権教育を推

進する良い取組

となった。 

①清掃学習において

課題分析取組表や清

掃技能検定に沿った

指導を取り入れるこ

とで成果を上げた。 

 

②人権教育のねらい

を踏まえた授業を教

員一人ひとりが意識

して取り組むことが

できるようになっ

た。 

①学習内容を整理し、取

り組みやすいシラバスを

作成する。また各行事の

在り方について整理す

る。 

②授業デザインチェック

リストを継続して活用

し、自尊感情の育成を図

る。また人との関わりや

挨拶などについて、児童

生徒の自発的な行動を促

すための取組を継続す

る。 

２ 

(幼児・児

童・) 

生徒指

導・支援 

〇一人ひとりの
教育的ニーズに
応じた指導・支
援を組織的に行
う。 
 
 
 
〇交流および共
同学習を通し
て、共に成長す
ることを目指し
た教育活動を実
践する。 

①アセスメン

トを活用する

ことで、根拠

ある指導・支

援を進める。 

②パラスポー

ツや模擬投

票、防災教室

などを活用し

交流及び共同

学習を進め

る。 

①アセスメント結

果を共有し個別教

育計画に反映させ

る。 

①フロントゼロな

どの学習環境整備

を進める。 

②パラスポーツ、

模擬投票、防災教

室などを題材とし

て取り上げる。 

②交流学習、共同

学習を実施する。 

①アセスメ

ント実施数

及び個別教

育計画作成

に利用した

数。 

①フロント

ゼロ教室

数。 

②実施数。 

②交流実績

数。 

①小・高・分は専門職が授業見学後に担任と打ち

合わせを行い、一学期に太田ステージの結果を個

別教育計画の作成に反映させた。フロントゼロに

ついてはほとんどの教室で実施できた。「アセス

メント研修会」「摂食研修会（全３回）」「本校

職員作成の教材教具展示（夏：教材展示［19 教

材］、冬：教材プリント掲示［25 教材］）」「希

望者対象の実践紹介学習会（合計 37 名参加）」等

を実施。その結果より客観的に児童を見立てて教

員間で共通理解したうえで、個別教育計画に反映

することができた。 

②中学部は城郷中学と交流学習を実施。分教室は

新栄高校と合同で、体育祭、文化祭を実施した。

東本郷小学校との交流では小学部全児童の作品を

使って作品交流を実施した。居住地交流は今年度

８名の児童が実施した。各交流を通して子ども同

士の相互理解を図った。 

①アセスメントの実施とと

もに、授業や活動にどう生

かされているかを、保護者

にもわかりやすくタイムリ

ーに共有していく。 

②本校はポストコロナを見

据えた交流及び共同学習を

進める。分教室は新栄高校

と生徒同士・教員同士の交

流をさらに進める。 

保護者アンケー

ト：「アセスメ

ント活用」につ

いての肯定的評

価 100％ 

学校運営協議

会：客観的な指

標を使うこと

で、教員による

実態把握にずれ

が生じにくくな

る。アセスメン

ト活用による子

どもの変化がよ

り具体的にわか

るとよい。 

交流・共同学習

を計画的に進め

ていきたい。 

 

 

①全校でアセスメン

トを実施し、結果を

個別教育計画に反映

させて、保護者と共

通理解を図りながら

指導を行うことがで

きた。 

②コロナ渦において

も、居住地交流や共

同学習を実施するこ

とができた。回数を

増やし、計画的かつ

継続的に実施した

い。 

①アセスメントが授業や

活動にどう生かされてい

るかを保護者にもわかり

やすく、タイムリーに共

有する。 

②パラスポーツや造形活

動、音楽活動など、学習

範囲を広げ、子どもたち

の相互理解と成長を促す

学習を計画していく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（3月 22 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （2月 22 日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指

導・支援 

〇児童・生徒一
人ひとりの将来
の生活の充実を
目指し、自立と
社会参加に向け
た進路指導・支
援を行う。 
 
 

①学校全体で

進路に関する

実践を系統的

な学習として

整理する。 

②進路情報や

支援情報を発

信することで

進路指導につ

なげる。 

 

①児童生徒の進路

学習と、保護者の

進路に関する学習

会や研修会のスケ

ジュールを明確に

示す。 

②進路情報、支援

情報を学校だより

やホームページ、

ミニ学習会で発信

する。 

①示すこと

ができた

か。 

②学校だよ

りやホーム

ページ掲載

数。学習会

開催数と参

加者数。 

 

①９月に「進路の手引き」を配付し、保護者会や

見学会、生徒自身の進路学習の年間スケジュール

を提示した。校内実習の目標を、学年ごとに発達

段階に応じた目標となるよう見直した。 

②「みどり相談室」に「学習会」をセットにして

年間９回、テーマを決めて計画した。告知や申込

にホームページを活用し、１学期は３回、２学期

は４回、３学期は特設の学習会を加えて３回実施

し、のべ 68 名の保護者が参加した。小学部の保護

者も多く、関心の高さが示された。学校だよりで

も、進路や教育相談に関する情報を掲載してい

る。３月６日に小中学部保護者対象進路学習会を

実施予定。 

①「進路の手引き」の配付

時期についてはスケジュー

ルを早めに周知できるよう

に、年度の始めに配付でき

るようにする。 

②次年度もテーマを決めて

実施する。進路や支援に関

する情報発信について、ホ

ームページをより一層活用

しながら配付物と併用す

る。 

保護者アンケー

ト：「個に応じ

た進路情報の提

供」についての

肯定的評価

89％ 

①児童生徒の発達段

階やニーズに応じた

情報を進路学習会や

「進路の手引き」な

どで提供することが

できた。 

②「みどり相談室」

は参加者が多く好評

だった。今後も継続

する。 

①保護者が将来への見通

しをもつことで、より保

護者のニーズに合った情

報を、ケース会や学習会

等を通して提供する。 

 

②テーマによる参加人数

の増減を参考に、次年度

のテーマを検討する。 

４ 
地域等と

の協働 

〇共生社会の実
現に向け、障害
のある子どもと
障害のない子ど
もの相互理解や
地域への理解を
広げるために、
地域と連携し、
開かれた教育活
動を展開する。 

①清掃学習や

パラスポー

ツ、実習を利

用し地域交流

や地域貢献す

る。 

②地域や関係

機関と協力

し、ボランテ

ィアを充実さ

せる。 

③センター的

機能を使って

地域支援の充

実を図る。 

①地域や関係機関

と連携し、交流や

校外活動を実施す

る。 

②ホームページを

活用したボランテ

ィア募集状況につ

いて発信する。 

③各種連絡会や協

議会、ホームペー

ジの活用等を通じ

て、本校のセンタ

ー的機能について

情報発信し、地域

の支援機能の向上

を図る。 

①実施数。 

 

 

②ボランテ

ィア数。 

 

③地域支援

数と内容。 

①地区センターでの折り鶴プロジェクトの参加、

作業学習での農園芸班が東本郷公園愛護会と連携

し花壇等の清掃美化の取組、郵便局と連携し美術

の作品展示ができた。地域のプロスポーツチーム

や文化芸術団体と連携し交流授業を実施した。分

教室では計 18 回(３学期に４回)、スーパー、図書

館、地区センター、小学校、福祉事業所で作業学

習を実施。 

②現在は小学部のリズム遊び、校外歩行、配膳下

膳にボランティアは４名。高等部・分教室の模擬

投票ではのべ６名のボランティアが参加。通学見

守りボランティアは９名。 

③小中高の Co 会議や小学校の特別支援教育研究会

等に参加、小中学校への巡回相談を 23 回、小中学

校の教職員向け研修会を３回実施、来校相談は５

件。巡回相談では教材貸し出しを行った。公開研

修会を４回実施。テーマは「卒業後の進路先」

「性教育」「外国にルーツのある子どもの支援」

「太田ステージ」。参加者総数 284 名（本校教員

212 名、保護者 24 名、外部参加者 48 名）。 

①生徒が地域に出て活動す

るのにふさわしい場所を今

後も継続して模索してい

き、活動の範囲を広げる。 

②ボランティアを充実させ

るための方法として、介護

等体験生や教育実習生への

声掛けも含め、様々な発信

方法について検討する。 

③作品展示の依頼が増える

に伴い、学部ごとのバラン

スをはかることや美術担当

者との連携が課題になって

いる。助言や紹介する教材

の内容などブラッシュアッ

プし、巡回相談時に役に立

ちそうな資料を整備する。

公開研修会は、進路先など

のより関心の高い研修テー

マを設定する。 

保護者アンケー

ト：「学校の情

報発信」につい

ての肯定的評価

92％ 

学校運営協議

会：様々な団体

や地域との関係

を継続し活動を

進めていってほ

しい。 

①地域の各種団体と

の連携した活動は継

続していく。児童生

徒の様子から活動の

成果を導くようにす

る。 

②社会福祉協議会や

自治会と連携してボ

ランティア獲得がで

きた。獲得のための

発信について検討す

る。 

③小学校への巡回相

談などが増えた。今

後も教育相談業務の

充実を図っていく。 

①生徒の社会性を高める

経験を積めるよう、活動

後の振り返りを次の活動

に活かす。 

 

②自治会の掲示板や回覧

の利用、介護等体験生や

教育実習生への声掛けを

増やす。 

③助言や紹介する教材の

内容などブラッシュアッ

プする。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇安全・安心や
児童・生徒の健
康を第一に考
え、指導体制や
管理体制の構築
を図る。 
 
〇児童・生徒と
向き合う時間を
確保するため
に、働き方改革
を推進し、組織
的な学校運営と
校務の効率化を
図る 

①必要な感染

症対策を講

じ、学習活動

に制限をかけ

ないようにす

る。②DIG を

活用した防災

訓練を行う。

③Teams の諸

機能を利用し

グループ業務

の効率化を図

る。 

①校内外での感染

症対策を確認して

活動計画を立て

る。②DIG を活用

して感染症対策を

講じながら訓練を

実施する。③全て

のグループ、チー

ムで Teams の使用

について検討す

る。 

①活動数。 

 

 

②訓練実施

実績。 

 

 

③使用実

績。 

 

①校内・校外の感染予防対策に基づいて日々の教

育活動を進めることができた。 

②登校時に大きな地震が発生したという想定で実

効性のある訓練ができた。学年単位で予想される

児童・生徒の状況と対応策の共有ができた。ま

た、避難訓練時の反省として避難経路の再整備が

できた。 

③Teams 内でのアンケートやチャット機能を活用

し、迅速な情報共有や意見交換を行うことがで

き、会議の精選に繋がった。 

①次年度以降の教育課程に

もアフターコロナの視点を

踏まえた内容を検討してい

く。 

②災害時を想定した教員の

動きがさらにイメージしや

すい訓練を実施していく。 

③情報がどこまで共有され

たか把握できるよう、対応

リアクションを活用してい

く。チャットと対面での会

議と使い分けていくように

する。 

保護者アンケー

ト：「感染症対

策などの危機管

理」についての

肯定的評価

92％ 

学校運営協議

会：学校評価の

仕方について、

何にどう有効だ

ったかを評価し

てほしい。 

①校内・校外の感染

予防対策に基づいて

日々の教育活動を進

めた。 

②実効性のある訓練

によって現実的な避

難が可能となった。

足りない物品などの

課題も上がった。 

③Teams のチャット

機能で迅速な情報共

有や意見交換を行う

ことができた。 

①感染症対策は継続する

が、アフターコロナの視

点からの活動を実施して

いく。そのためには、限

られた施設を有効活用す

るため整理整頓及び不要

物品の廃棄を進める。 

②想定を変えながら次年

度以降も継続して実施す

る。 

③リモートと対面を使い

分けて効率よく機能的に

業務をこなしたい。 


